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はじめに

東南アジア大陸部に分布するタイ系民族のうち、今 日の中国雲南省西双版納 タイ族 自治州を

中心 として分布 しているのが、タイ ・ルーである。

タイ ・ルーは、この西双版納に新中国成立まで、シプ ソー ンパンナー とい う王国を築いてい

た。 このシプ ソーンパンナー王国は、13世 紀より成立 した北タイのランナー王国と近縁関係

をもっていた。東南アジア大陸部には、山間盆地を基盤 とし、世襲的首長を中心 として政治的

に統合されたムアンという領域がみ られ る。 シプ ソーンパ ンナーは、30あ ま りのムアンの首

長の上に君臨す るツァオペンデ ィンとい う王を中心とする統合体 として知 られ るが、ランナー

王国を建設 したマンラーイ王の母は、シプ ソーンパ ンナーの中心ムアン、ツェンフンの王女だ

といわれ る。また、シプソーンパンナーの仏教は、ランカー ウォンと呼ばれ る南方上座仏教の
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一派であるが、これは、チエンマイか ら現在のミャンマー ・シャン州にあるケン トゥンを経由

してもた らされたものである。

15世 紀か ら'18世 紀に至る間、ランナー とシプ ソーンパ ンナーは共にビルマ王朝の支配下

におかれる。18世 紀末、ランパーン出身のカー ウィラが、バンコクの王朝(ト ンブ リ、ラタ

ナ コーシン)の 援助を受けて ビルマ勢力と戦い、ランナー王国が復興する。 この際、戦争で荒

廃 した北タイを再開拓す る為に、周辺のタイ系諸民族が移住 させ られた。北タイのタイ ・ルー

のほとんどは、この時期に移住 したものである。

ランナー王国の民をタイ ・ユアンと一般に称す るが、タイ ・ルーとタイ ・ユアンは、同系統

の仏教を信仰す る他、言語 の類似性をは じめ、モチ米食など文化の諸側面において、元来、類

似する点が多い。北タイに移住 したタイ ・ルーは、 百年以上を経た現在、'マジョリテ ィーで

あるタイ ・ユアンに同化 し、更に、タイ国近代の国民形成の過程で、共に中央の影響を受けて

いる。従って、今 日では、タイ ・ユアンとタイ ・ルーの 日常生活においては、大きな文化的差

異はみ られ、わずかに残 る言語的特徴や、織物などにその特色が残 されているのみである。た

だ、彼 らの守護霊儀礼にその移住の歴史が しば しば表現 されており、そのことがタイ ・ルー と

してのアイデンテ ィテ ィーに結びついてい る場合が多い。北タイに移住 したタイ ・ルーは、シ

プ ソーンパンナーの様タなムアンを出自としてお り、この出身ムアンの守護霊 を祀 ることで、

移住の歴史を表現 しているのである。また、北タイの多くの村落には、ピーバーン[=ス ア ・

バー ン](村 落の守護霊)が 祀 られるが、多 くのタイ ・ルー村落では、出身ムアンの守護霊は

ピームアンとして、 ピーバ ンとは別に祀られている。

筆者 は、これまで、 タイ ・ルーの移住 と精霊祭祀についての研究を継続 してきたが、 とりわ

け、守護霊儀礼に移住の記憶が留め られる点に注目してきた。タイ ・ルーは、北タイ全体に広

く分布 しているが、その中でも特にナーン県ターワンパー郡を中心にしてフィール ド調査 を行

ってきている。

特に筆者が移住 と守護霊儀礼にっいて扱ったものとしては、ナーン県ターワンパー郡の3力

村のケーススタデ ィーがある。この3力 村 は、シプソーンパンナーの東部、ムアンラーか ら移

住 したもので、チャオルアン ・ムアンラーとい う守護霊を3年 に一度合同で祀っている。近年、

この儀礼は村起こ しに用いられ、観光客をも意識 したもの としてイベン ト化 されている。筆者

の関心は、こうした状況における、農村開発における儀礼の用いられ方にある。守護霊儀礼は、

近年、村起こしとい う文脈で、織物 と共にタイ ・ルーのシンボルとして強調 されている。 こう

した際、とりわけ、自らの出自に対す る意識が高ま り、移住の歴史を明確化 しようとす る動き
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が起こる。また、現在の状況をより有利に語る為に歴史の再編 ・創造が行われることもある

[馬場1995]。

このように、筆者 は、特定の地域 に絞って記述 し、考察をしてきたのであるが、北タイには、

この他にも、多 くのタイ ・ルーが分布 している。筆者も、上記のナー ン県の事例 と、チエンラ

ーイ県メーサイ郡やパヤオ県チエンカム郡の事例 との比較を試みたことがあるが[馬 場1993a] 、

タイ ・ルーの移住の全体像は、こう した諸地域のタイ ・ルーに関するデータを網羅 して初めて

概観す ることができるのである。筆者は、地域を限定して集中的にデータを収集 してきたもの

の、折に触れ、様々な地域のタイ ・ルー村落を訪れた り、報告書を収集 した りしてきた。 ここ

では、これ らのデータに依拠 して、これまで、記述 してこなかった地域のタイ ・ルーの移住に

関するデー タをもあわせて紹介す ることに したい。その中で、精霊祭祀にっいて得 られた資料

についても紹介す ることにす る。先 に述べたよ うに、北タイに移住 したタイ ・ルーは、精霊祭

祀において、精霊にまつわる伝承や儀礼の過程に、移住の歴史が表現 されている場合が多い。

移住の歴史を直接表現する文書や伝承か らは、当時の移住の実態を復元す ることが可能である

が、精霊祭祀において表現 される歴史は、彼 らの 「歴史」に対する意識にっ いて考えるための

重要な資料 と成 りうると考えられ る。

具体的には、パヤオ県、ランパーン県及びランプーン県、チエンマイ県、チエンラーイ県、

ナーン県、におけるタイ ・ルー村落の状況を、県別にとりあげる。その際、移住 に関する歴史

についての記録が文書の形で存在 している場合は、その全訳 もしくは概要を、口頭伝承の形で

伝えられている場合は、その内容を記述する。北タイにおけるタイ ・ルー村落を全て訪れての

ものではなく、精霊祭祀の実態について知 りえた情報は、現在の所、必ず しも多いとはいえず、

その内容の詳細 さにもばらつきがある。データは不十分であるが、現在、知 りえた限 りでの情

報を可能な限 り示す ことに したい。

19世 紀か ら20世 紀にかけての歴史の中での移住が どのようなものであり、またそれが ど

のよ うに精霊祭祀に反映 されてお り、そのことが現在どのよ うな意味をもつのか とい う点につ

いて概観 し、そこか ら得 られる今後の研究における展望を述べてみたい。

なお、資料の記述の方法については、次の ようにす る。

(1)筆 者が収集 した資料に関 しては、各資料の末尾に収集年、収集場所 を示す。

(2)報 告書等、文献資料か らの引用の場合 も、各資料の末尾に出典を示す。
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1北 タ イ に お け る タ イ ・ル ー の 概 況(移 住 史 と精 霊 祭 祀)

(1)パ ヤ オ 県 の タ イ ・ル ー

a.チ エ ン カ ム郡

移 住 史

仏 暦2399年 、 ナ ー ン 土 侯 で あ っ た プ ラ チ ャオ ・ス リヤ ポ ンパ リデ ー トは 、 兵 を挙 げ て 、

チ エ ン トゥ ン の征 討 に 向 か っ た 。 そ こ で 、 勤 勉 で 平 和 を愛 す る タイ 民 族 に 出 会 っ た。 しか し、

雲 南 系 漢 人(チ ン ホ ー)の 影 響 下 にお か れ 、迫 害 され て い た。 ナ ー ン土 侯 は 、 タイ ・ル ー をチ

ン ホ ー の影 響 下 か ら解 き放 つ こ と を決 意 した。 ナ ー ン 土侯 は 、 最 初 、 タ イ ・ル ー を チ エ ン ムオ

ン に 移 住 させ た(仏 暦2416年 。 当 時 は ナ ー ン県)、 彼 ら は15年 間 そ こ に 住 ん で い た が 、 チ エ

ン ム オ ン の 土 地 が 痩 せ て い る の で 、 他 に ふ さわ しい 場 所 を探 し た。 そ の 結 果 、 ラー オ 川 、 ユ ア

ン川 な どい くつ か の 川 が 流 れ る チ エ ン カ ム に移 住 す る こ とに し、 ナ ー ン 土侯 に そ の 旨 を 告 げ た 。

仏 暦2431年 、 タ イ ・ル ー の 人 々 は 、 チ エ ン ム オ ンか ら移 住 を 始 め 、 以 下 の よ うな 村 を作

っ た。 ユ ア ン 、 ター トソブ ウェ ー ン 、 マ ー ン、 トゥ ンモ ー ク 、 チ エ ンバ ー ン 、 ペ ー ト、 ウ ェ

ー ン
、 デ ー ン ム ア ン 、 ドー ン チ ャイ 、 ノー ンル ー 、 サ ー イ 、 ホイ フ ァ イ 、 ノ ー ン ラ オ 、 ラー 、

サ ン プ ー ル ー イ 、 ソブ ボ ン 、 シ ー プ ム 、 チ エ ンカ ー ン、 パ ー ン ウア

ナ ー ン 土 侯 、 プ ラ チ ャ オ ・ス リヤ ポ ンパ リデ ー ト(仏 暦2434-2461、 ラ ー マ5世 、 ラ ー マ6

世 時)は 、 次 の よ うな 事 蹟 を残 した 。

仏 暦2369チ 手 ン トゥ ン征 討 軍 を 出す 。

2398パ ヤ ー ル ア ン ・バ ン コ ム とパ ヤ ー ム ア ン ・チ エ ンル ン を 国 王 の 元 に 連 れ て い く。

2399ボ ー 族 の 影 響 下 に あ っ た シ プ ソー ンパ ンナ ー の タイ ・ル ー7000人 が チ エ ン カ ム

とチ エ ン ム オ ン に 移 住 させ る。

2428-2430第3次 、 第4次 ホー 族 平 定 戦 に お い て 出 兵

24615月5日 、 卒 す 。

・(タ ー ト村 の ア ピ ワ ン ・ソム リッ ト氏 の 口述 を

ソ ム ロ ッ ト ・シー チ ャ ン 氏 が 筆 記 した 記 録)[1990年8月 、 ユ ア ン村]

精霊祭祀(村 落名[出 自ムアン/守 護霊の名])

ユ ア ン村[ム ア ン ・ユ ア ン/チ ャオ ポ ー ・メ ー ン]

毎 年6月 、3日 間 、 儀 礼 を行 う。 米 飯 を チ ャ オ ポ ー に捧 げ 、 村 の 中 の 安 全 を 祈 る。 個 人 に 関

111



す ることか ら、 自然、洪水に関することなど、様々な事柄 を祈 る。 司祭 を介 して、何が危険か

を告げる。儀礼の際には、ター レオ(呪 標)を 立て、その内側の領域には、司祭以外入 ってはr

いけない。 もし、入れば、病気 になって死ぬ。

祠の前の祭壇には、儀礼の際に、たけのこ、ラープ、ゲーンなどを並べ る。

[1990年8月 、 ユ ア ン村]

第二次大戦の頃、ユアン村の人が精霊に花を供えて祈ったら、風が吹いてイ ギリス軍が全滅

し た 。 [1992年9月 、 マ ー ン 村]

チ エ ンバ ー ン村[ム ア ン ・ボ ン/チ ャ オ ポ ー ・パ ヤ ー チ ャー ン プ ア ク]

[守 護 霊 の 由 来]

ム ア ン ・ボ ン の チ ャ オ ム ア ン 、 ター オ ク ンセ ー ン テ ー プ が パ ヤ ー チ ャー ン プ ア ク を 、 現 在 、

祠 の あ る場 所 に招 き 、 チ ェ ンバ ー ン村 の 人 々 に 幸 福 を もた ら した。 と りわ け 、 災 い に 会 っ て 困

っ て い る人 を 救 い 、 他 の 人 々 も 、 災 い か ら免 れ た 。 チ エ ンバ ー ン村 の 人 々 は 、 こぞ っ て 白 象 を

象 っ た 記 念 物 を こ し ら え た 。 チ ャ オ ポ ー ・チ ャ ー ン プ ア ク は 尊 敬 され る もの と し て 、 巡 礼 の 対

象 とな っ て い き 、 イ ン ドの ブ ッダ ガ ヤ の 大 切 な 土 が像 の 中 に入 れ られ た 。

(白 象 の 像 の 由来 を 示 す 掲 示 板 の 文)[1990年8月 、 チ エ ンバ ー ン村]

[儀 礼 に 関 す る雑 情 報]

儀 礼 に お い て は 、 ラ ー プ 、 豚 、 ろ うそ く2本 、 酒 を捧 げ る。 白象 の 像 の 他 に 、 ス ア ・バ ー ン

の 祠 が あ り、 鶏 が 捧 げ られ た が 、 現 在 は な し。[1990年8月 、 チ エ ンバ ー ン村]

チ エ ンバ ー ン 村 の 人 は 、 ム ア ン ポ ン → チ エ ン ム オ ン→ チ エ ン カ ム と い う経 路 を 辿 っ て い っ た。

パ ヤ ー ・チ ャ ー ン プ ア ク は ピ ー ・ム ア ンで あ る。 ム ア ン ヨー ン に もチ ャ ー ン プ ア クが あ る とい

う。 こ の こ とは 、 カ ブ ・ル ー(タ イ ・ル ー 民 俗 歌 謡)の 中 に も 出 て く る の で わ か っ た 。 仏 日

(ワ ン ・プ ラ)に は 、 守護 霊 は 降 りて こ な い の で 、 儀 礼 を 行 っ て は い け な い。 守 護 霊 が 降 りる

と、 そ の 印 と して 、 鳥 肌 が 立 ち 、 寒 気 が す る 。 か つ て 、儀 礼 は 、11月(タ イ ・ル ー 暦)に 行

わ れ た 。 黒 豚 を 供 犠 す る 。11月 は 、 雨 が ふ る の で 、 現 在 は 、7月(タ イ ・ル ー暦)に 行 う。

儀 礼 の 費 用 と して 、 世 帯 ご とに 、10バ ー ツ を徴 収 す る。 バ ン コ クに 出 稼 ぎ に い っ て い る者 も

寄 付 で き る。 寄 付 集 め は 、 村 落 委 員 会 が 行 う。 霊 媒 は い な い 。 メ ー テ ィー ナ ン(霊 媒)は 、 タ

ー ウ ィ ラ ー トと い う守 護 霊 に つ い て は
、存 在 す る 。 チ ャ イ バ ー ン(村 の 基 柱)の 儀 礼 は 、 ソン

ク ラー ン の 時 に 、 ソ ン ク ロ(邪 気 を 払 う)が 行 わ れ る。 僧 が や っ て き て 、経 典 を 読 む の で あ る 。

チ ャ オ ポ ー ・チ ャ ー ン プ ア ク は 、 チ エ ン ダ オ の洞 窟 か ら来 た と もい わ れ 、 チ エ ンバ ー ン村 の他 、

ii2



トゥ ンモ ー ク村 、 ペ ー ト村 の 者 も信 奉 す る 。 プ リー ス トの 家 に 、 こ の 守 護 霊 の 棚(依 代)が あ

り、願 い ご と が あ る人 が あ れ ば 、 家 に 上 が っ て 祈 る。(カ ム ・エ ン 氏[チ ャオ ポ ー ・チ ャ ー ン

プアクのプ リース ト経験者]に よる) [1992年3月 、 チ エ ンバ ー ン村]

ト ゥン モ ー ク村[ム ア ン ・ボ ン/チ ャ オ ポ ー ・マ ー カ オ]

女 性 は 祠 の領 域 内 に 入 っ て は い け な い(`チ ャ オ ポ ー'は 男 性 な の で)。 女 性 は別 の 所 へ 花 、

弁 当 を も っ て集 ま る。10バ ー ツ な い し20バ ー ツ を 捧 げ る(シ ア ・カ ー ・ピー)。5月 に儀

礼を行い、黒豚 を供犠す る。 [1990年8月 、 ト ゥンモ ー ク 村]

マ ー ン 村[ム ア ン ・マ ー ン/チ ャ オ ル ア ン ・マ ー ン]

チ ャ オ ル ア ン ・マ ー ンの モ ニ ュ メ ン トが 存 在 。 馬 に乗 っ た 戦 士 の 形 を して い る。

[モ ニ ュ メ ン トの 文 章(3つ の 面 に 記 され る)]

面1国 会 議 員 チ ェ ー ワ ン ・ウォ ンヤ イ が チ ャ オ ポ ー ・ム ア ンマ ー ン の 祠 を 建 立 した 。

仏 暦2517年11月23日

子 々 孫 々 、 大 切 に伝 え て い く こ と を願 う。

プ ラ パ ン ・ウォ ン ヤ イ が チ ャ オ ポ ー ・ム ア ン マ ー ン の モ ニ ュ メ ン トを 建 立 した 。

仏 暦2527年4月1日

費 用12,000バ ー ツ

ボ ー ・パ ヤ ー ル ア ン ・ム ア ン マ ー ン

わ れ われ の 故 郷 の 地 か らや っ て き た タ イ ・ル ー の 祖 先

面2ム ア ン ・マ ー ン の 守 護 霊 の 順 位

ボ ー ・パ ヤ ー ル ア ン ・カ ム カ ー ト

チ ャオ マ リワ ー ト ・サ ー イ ワ ン

チ ャオ オ ック ダ ー ン ・カ ムル ー

面3チ ャオ チ ョム フ ァ ー ン ナ ー ンチ ョー ム ク ラ イ

ポ ー パ ヤ ー ル ア ンチ ャ ン 忠 節 に して 恩 を知 る

[1992年3月 、 マ ー ン村]

[儀礼]

毎 年8月 に 黒 豚 を 供 犠 し、3年 ご とに 水 牛 供 犠 を行 う。 霊 媒 は か つ て は い た が 、 今 は な い。

チ ャ オル ア ン ・マ ー ン を 祀 っ て 、7日 後 に ス ア ・バ ー ン を祀 る。 ス ア ・バ ー ン に は 、豚 と 鶏 が
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供犠 される。チャオルアン ・マーンの儀礼には、現在、プーヤイ ・バーン(村 長)の 父がチャ

オムアンに扮装 して登場す る。'かっては、儀礼にこのような登場人物はなかったが、3年 前

(1989年)か ら始 め られ た。 [1992年3月 、 マ ー ン 村]

[プ リース トの移住経路]

シ プ ソ ー ンパ ンナ ー 、 チ エ ン フ ン の テ ィ ウ村 か ら移 住 。 途 中 、 ム ア ンへ(現 在 、 シ ャ ン 州)

に30年 間 住 む 。 こ の 間 に 、 ム ア ン へ 出身 の 現 在 の 妻 と結 婚 す る。 後 、 ム ア ンユ ー に7年 住 み 、

メ ー サ イ に10年 あ ま り住 ん で 、 商 売 の た め チ エ ン カ ム に移 住 。[1992年3月 、 マ ー ン村]

ペ ー ト村[ム ア ン ・ボ ン/チ ャ オ ポー ・パ ヤ ー カ ム デ ー ン]

馬 に 乗 っ た 西 洋 人 風 紳 士 の モ ニ ュ メ ン トが 作 られ て お り、 北 タイ 暦11月 白分11日 に 祀 る。

チ ャ オ ポ ー ・ヤ ー タ オ を2日 後 に 祀 る。 チ ャ オ ポ ー ・チ ュ ー タ ラー も あ り。 川 を 守 護 す る役 割

を も ち、 病 気 な どか ら守 る。 チ ャ イ ・バ ー ン が ペ ー ト寺 の 門 の 脇 に あ る。 チ ャ オ ポー ・パ ヤ ー

カ ム デ ー ン は ペ ー ト村 の 全 戸(290)が 祀 る。 チ エ ンバ ー ン 村 の チ ャ オ チ ャー ン プ ア ク に も拝

み に い く。

[儀i礼 一1992年9月 の 事 例]

8時 頃 、 ワー マ イ で 新 しい カ オ チ ャ ム(プ リー ス ト)を 選 ぶ 。 鶏 を100匹 あ ま り供 犠 。 気 絶

させ た 上 、 釜 ゆ で にす る。9時 頃 、 カ オ チ ャ ム 、 供 物 をテ ワ ダ ー に捧 げ て 祈 る 。 ワー マ イ に よ

って満足か否かを確かめる(1)。 [1992年9月 、 ペ ー ト村]

ノ ー ンル ー 村[ム ア ン ・ボ ン/チ ャオ フ ァー ・プ ー カ ム、 チ ャ オ セ ー ン ス ク

セ ー ン ム ア ンル ア ン 、 セ ー ン ム ア ン ノイ]

ムアンポンから来たチエンカムに移住する時、指導者がお り、セー ンルアンと呼ばれた(プ

ーヤイバーン[村 長]の よ うな地位) 。

4柱 の 守 護 霊 は 、 北 タイ 暦8,月(9月)に 、3年 ご と に行 わ れ る。 黒 豚 が 供 犠 され る。[チ

ャ オ フ ァー ・プ ー カ ム に つ い て]

チ ャオ フ ァ ー ・プ ー カ ム の 祠 、 ム ア ン ラー の ドー イ プ ー コ ー の ふ も とに 西 向 き に 立 っ て い る。

チ ャ オ フ ァー プ ー カ ム は 、 と りわ け ム ア ン ラ ー 、 ム ア ン ポ ン の 人 々 の 信 仰 す る 神 で あ り、 尊 敬

され て い る。 チ ャ オ フ ァ ー プ ー カ ム の 祠 を通 る と き に は 、 赤 い 道 具 は しま わ な く て は い け な い 。

チ ャ オ フ ァー ・プ ー カ ム の 森 の領 域 に は 、3つ の 祠 が あ る。 真 ん 中 が チ ャ オ フ ァー ・プー カ ム

の 祠 で 、 水 と ビ ン ロ ウ を 入 れ た器 を毎 日捧 げ な く て は な らな い 。 チ ャ オ フ ァ ー ・プ ー カ ム の左
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に い るの は 、 パ ヤ ー ・ル ア ンモ ー ク(モ ー ク は 大 砲 の 意)で 、 右 側 に い る の は 、 セ ー ン ム ア ン

ル ア ンで あ る。 こ の セ ー ン ム ア ン ル ア ンは 、ナ ー ン 県 ター ワ ンパ ー 郡 のN村 で 信 仰 され て い る 、

チ ャ オ ル ア ン ・ム ア ン ラー で あ る(2)。 [1992年3月 、 ノ ー ンル ー 村]

ウェ ー ン村 、 ナ ム ウ ェ ー ン 村 、 ウ ェー ン ・バ ッ タナ ー 村 、 ラ ー 村

[ム ア ン ラ ー/チ ャ オ ル ア ン ・ム ア ン ラー]

[4力 村の移住史]

1937年 、 ナ ー ン県 タ ー ワ ンパ ー 郡 のN、D、T村(ム ア ン ラー か ら移 住)か ら の移 住 者 が ナ

ム ウ ェー ン 村 を 立 て 、 更 に そ こ か ら ウェ ー ン村(1963年)と ウ ェー ン バ ッ タナ ー 村(1972?)

が 分 か れ た 。 ウェ ー ン バ ッ タナ ー 村 の 者 はN村 の 親 族 が 多 い。 ラー 村 は ラ オ ス の ム ア ン ・コー

プか ら直接移住 した者が建 てた。 [1991年1月 、 ウェ ー ン バ ッタ ナ ー 村]

[儀 礼 一1991年1月 の 例](3)

ウ ェー ン 村

儀礼場が大通 り近 くの広場に存在。チャオルアン ・ムアンラーの祠を中心に、守護霊達の祠

が設けられている。

初 日にターレオを立てて、村の門を閉 じる。二 日目、花、線香、蝋燭、モチ米 を村人たちが

持 ち寄る。チャオルアン ・ムアンラー と各 自が祖霊 として拝む守護霊に捧げる。午後か ら夕刻

にかけて、闘鶏や賭博 など娯楽。

ナムウエーン村

村の裏側の小川の横 に儀礼場が存在。チャオルアン ・ムアンラーの祠を中心に、守護霊達の

祠が設けられている。初 日にター レオを立てて、村の門を閉じる。二 日目、村人が蝋燭 、もち

米な どの供物を運び、チャオルアン ・ムアンラー と祖霊 として拝む守護霊に捧げる。 白豚が供

犠 され、チャオルアン ・ムアンラーを始めとす る守護霊に供物を捧げてのち、男女チャー ンカ

プ(歌 い手)に よるカブ ・ルー(タ イ ・ルー民俗歌謡)。

ウエー ンバッタナー村

ウェーン川近くの広場に儀礼場があ り、チャオルアン ・ムアンラー とその従者の一部の祠が

設けられ る。寺院の境内にタイ ・ルー文化保存のため建てられた 「伝統家屋」が存在。儀礼の

前夜、チャオムアン(儀 礼的首長)の 宿所になる。初 日、早朝、村人がタイ ・ル ーの家屋へ。

昼間は、境内で レク リエーション。夕刻、行列をつくり、チャオムアンが儀礼の用具を持 ち、

タイ ・ルーの家屋から儀礼場へ。チャオムアンは赤い花を入れた器 を捧げ持ち、行列の先頭を
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行 き 、 チ ャ オ ル ア ン ・ム ア ン ラ ー の 祠 に 到 着 す る と、 儀 礼 具 を捧 げ 礼 拝 。 チ ャオ ム ア ン を儀 礼

場 に あ る宿 所 に 送 る 。 夜 、 チ ャオ ム ア ン の 宿 所 付 近 で 、 男 女 の チ ャー ン ・カ ブ に よ っ て カ ブ ・

ル ー が 歌 われ る。 二 日 目 、 早 朝 、 村 人 、 儀 礼 場 の 周 囲 に 集 合 、 め い め い 花 、 線 香 、 花 、 ろ うそ

く、 モ チ 米 を持 ち 寄 り、 チ ャオ ル ア ン ・ム ア ン ラー と 自分 の 祖 霊 と して の 守 護 霊 を拝 む 。 黒 豚

を一 匹 供 犠 、 守 護 霊 そ れ ぞ れ に供 物 を捧 げ る。 ター ウ ィ ラー ト(ス ア ・バ ー ン)の 前 で 、満 足

した か ど うか の 占い 。 後1チ ャ オ ル ア ン ・ム ア ン ラ ー の 祠 の 前 で 、 カ ブ ・ル ー 。 タ イ ・ル ー の

踊 りな どの 他 、 各 種 の 遊 戯 。 次 い で 、 チ ャオ ム ア ン を 家 へ 送 り届 け る 。

ラ ー 村

恒 常 的 な 儀 礼 場 は な く、 村 の 寺 院 の 隣 の 広 場 を利 用 。 チ ャ オ ル ア ン.ム ア ン ラ ー の 恒 常 的 な

祠 も な し。 チ ェ ンマ イ か ら来 た と され る タ イ ・ル ー 以 外 の 出 自 の 守護 霊 も存 在 す る。 フ ォ ー ン

・タ イ ・ル ー の 他 、 フ ォ ー ン ・レプ(爪 の 踊 り)も 踊 られ る。 村 の 入 り 口 に タ ー レオ を 立 て て

村 を 閉 ざす が 、 罰 金 の 名 目で30バ ー ツ 支 払 えば 村 外 の 者 も立 ち入 り可 能 。

b.チ エ ン ム オ ン郡

移 住 史 及 び 精 霊 祭 祀

タ ー フ ァー 村 の 村 人 は 、 ナ ー ン県 の ター ワ ンパ ー 郡 とチ エ ン ク ラ ー ン 郡 か ら移 住 した 。 故 地 は 、

ム ア ン ・ボ ン 、 ム ア ン ・ラ ー 、 ム ア ン ・マ ー ン で あ る。 チ ャ オ ・ム ア ン ポ ン と呼 ば れ る 精 霊 が 、

ペ ー ト村 で 祭 祀 され 、 トゥン モ ー ク 、 パ ー ケ ム 、 マ ー ン 、 ター フ ァー の4村 も拝 む 。 先 住 の タ

イ ・ユ ア ン の 人 々 も タ イ ・ル ー が この 地 に 移 住 して か らは 、 この 精 霊 を 拝 ん で い る とい う。 先

住 の タ イ ・ユ ア ン は 、 パ ヤ ー ・チ ャ ー ン プ ア ク 、 チ ャ オ パ ヤ ー ハ ー ン 、 チ ャ オ パ ヤ ー ・カ ム ピ

ン と い う精 霊 を 祀 っ て き た(こ れ ら は兄 弟)。 タイ ・ユ ア ン の 村 で あ る 、 トゥ ン ノー ン 村 で は

パ ヤ ー チ ャ ー ン プ ア ク が 、 サ 村 で は チ ャ オ パ ヤ ー ハ ー ンが 祀 られ る が 、 チ ャ オ パ ヤ ー ・カ ム ピ

ンは 、 チ ャ オ フ ァー ・ム ア ン キ ン と も 呼 ば れ(昔 、 こ こ に キ ン村 とい う タイ ・ユ ア ンの 村 が あ

った)、 タ イ ・ル ー の 村 タ ー フ ァー 村 の ス ア ・バ 「 ン と な っ て い る。 祠 に は 、屋 根 が な い が 、

これ は 精 霊 が 屋 根 を好 ま な い か らだ と され る 。 毎 年 、 北 タ イ 暦6月 に 儀 礼 が 行 わ れ るが 、1年

目に 豚 を 供 犠 し、2、3、4年 目 に は鶏 を供 犠 す る 。 そ して ま た 、豚 を 供 犠 す る とい う よ うな 、

サ イ クル で 供 犠 が 行 わ れ る。 タ ー フ ァー 村 の 村 人 は ム ア ン ラー か ら移 住 した と い う説 も あ る。

[1990年9月 、 ター フ ァー 村]

(2)チ エ ン ラー イ 県 の タ イ ・ル ー
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a.チ エ ン コー ン 郡

ホ イ メ ン村(4)

移 住 史

1886年 、 我 々 の 先 祖 は 、 ボ ー 族 と の 戦 い に よ り、 シ プ ソ ー ンパ ン ナ ー の ム ア ン ・ウー ・ヌ ア

の ボ ー 村 か ら逃 亡 して き た 。 彼 ら は 、 ム ア ン ラー に 一 年 滞 在 し、 チ ャ オ ム ア ン ・チ エ ン コ ー ン

(チ ャオ ム ア ン ・ナ ー ン の 支 配 下)の 領 域 の境 界 に あ る ドー イ ・ラ ッ ク カ ム(ボ ー テ ー ン)に

到 達 した。 チ ャ オ ム ア ン ・チ エ ン コ ー ン は 、 兵 士 を 差 し向 け 、 我 々 の 祖 先 と会 わ せ 、 彼 ら を二

つ の グル ー プ に 分 け た 。

一 つ の グル ー プ は
、 ト ゥン モ ッ ト村 を 建 て 、 も う一 方 は 、 トゥ ン ド ゥ ッ ク村 を建 て た。 両 グ

ル ー プ と も、 そ れ ぞ れ2年 程 滞 在 し、 一 緒 に な っ て ホ イ メ ン 村 を建 て た(i889年)。 そ こ は 、

自然 の 資 源 に 恵 ま れ て い た 。2年 の後 、 ター フ ァ ー村(ラ オ ス 領 内)が 、10年 の 後 、 タ ー カ ム

村 が 、20年 後 、 ボ ン村 が 、15年 後 、 サ ン ブ ンル ア ン村 が 、 そ れ ぞれ ホイ メ ン 村 か ら分 か れ た 。

(ホ イ メ ン 村 住 民 ソ ウ ェ ー ン ・チ ャ ン タ カ ー ト氏 の所 蔵 文 書[タ イ ・ル ー 語]に よ る)

[1990年10月 、 サ ン ブ ンル ア ン 村]

精 霊 祭 祀

チ エ ン コー ン郡 の ホ イ メ ン村 、 タ ー カ ム村 、 シー ドン チ ャ イ 村 とメ ー サ イ 郡 の サ ン ブ ン ル ア

ン村 は 、 チ ャ オ ル ア ン ・ボ ー ・クル ア を 祀 っ て い る。 儀 礼 は 、 年 に5回 行 わ れ て い る 。 北 タイ

暦2月 に3回(そ れ ぞ れ 魚 、 魚 、 豚 とい う順 で 供 犠 が 行 わ れ る)、8月 に2回(そ れ ぞ れ 豚 、

魚が供犠 され る)。 [1990年10月 、 サ ン ブ ンル ア ン村]

ハー ドバーイ村

移住史

第二次世界大戦の後、ムアンレム方面やムアンヨーン方面の各地か らメコン川を下って移住。

村人、ポーブイ ・タンマ ウォン氏夫妻は、1935年 、イン ドシナにおける戦争の影響で、ラ

オスから移住 した。シプソーンパンナーか らラオスに移住 したのは氏の祖父の代だとい う。祖

父は、ムアン ・パークター(場 所不明)の 領域内で、ハー トサー ト村 からホイカン村へ移住 し

たが、ピー ・カ(悪 霊)が 多く住めなくなったので、その村人 と共にタイとラオス国境付近に

移住 し、ナムクーン村を建て、20年 聞在住 した とい う。氏はここで生まれた。そ して、イ ン ド

シナにおける戦争の影響 で、ハー ドバーイ村へ移住 したとい う。ナムクーン村は大きな村で、

そこから分かれてタイ領 内へと散 らばっていった。ハー ドバーイ村 とソプカム村がその主なも
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のである。ハー ドバーイ村は、最初60軒 程であったが、現在 は250軒 を数 える。また、中

国の文化大革命の時に、西双版納か ら逃げてきた人がいる。現在は、タイ国民のIDカ ー ドを所

持 している。

[1992年3月 、 ハ ー ドバ ー イ 村]

精霊祭祀

村落の守護霊として、 ドゥーカイチェーを祀る。北タイ暦8月 白分7日 に5バ ーツつつ集め

る(一 軒ごと)。 鶏 を供犠。40過 ぎの未亡人の霊媒がいる。 ドゥーカイチェーは5人 兄弟の

末子。チエンラーイ県メーサイ郡のマイロンコン村にいるチャオルア ン ・カムデーンはシプソ

ーンパンナーか ら来た とされ、その霊媒がハー トバーイ村 に住んでい る。

[1992年3月 、 ハ ー ドバ ー イ 村]

(3)ラ ン プー ン県 及 び ラ ンパ ー ン 県

移 住 史

1771年 、 ラ ンナ ー 王 国 を再 興 した プ ラ ヤ ー ・カ ー ウ ィ ラ は 、 ム ア ン ヨー ン(現 在 、 ミ ャ

ンマ ー ・シ ャ ン州)と シ プ ソー ンパ ンナ ー を 攻 撃 し、 ラ ンプ ー ン、 ラ ンパ ー ン に タイ ・ル ー の

人 々 を 入 植 させ た。 ム ア ン ヨー ン か らラ ン プ ー ン に移 住 した タ イ ・ル ー は 、 自 ら を タ イ ・ヨー

ン と称 し た。 ラ ン プ ー ン県 で タイ ・ル ー を 名 乗 っ て い るの は 、 ム ア ン 郡 の テ ィ村 の み で 、 そ の

他 は 、 タイ ・ヨー ン と称 して い る。

精 霊 祭 祀

精 霊 祭 祀 に 関 す る 情 報 は 、 現 在 、 得 られ て い な い 。

以 下 、 ラ ンパ ー ン県 の タ イ ・ル ー 村 落 を 以 下 に 示 して お く。

ム ア ン 郡 クル ア イ ・ベ クル ア イ ・フ ァ ー イ クル ア イ ・ル ア

クル ア イ ・ク ラ ー ン クル ア イ ・ム ア ン

ナ ム チ ョー 郡 メ ー プ ン ホー ンハ ー [Prachan Rakphong 1987]

(4)チ エ ンマ イ 県

a.ド ー イ ・サ ケ ッ ト郡

ム ア ンル ア ン 村(ム ア ン ル ア ン ・ヌ ア 村 、 ム ア ン ル ア ン ・タイ 村)

移 住 史

ム ア ン ル ア ン村 は 、 シ プ ソー ンパ ンナ ー に お け る メ コ ン河 西 側 に あ る ム ア ンル ア ン か ら移 住
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した も の か らな る。 彼 らは 、13世 紀 、 プ ラ チ ャ オ ・サ ム フ ァー ン ケ ー ン が ラ ンナ ー の 王 で あ っ

た時にこの地に移住 した。 [Ratanaphon Sethakun lae Khana 1984]

[1990年7月 、 ム ア ンル ア ン ・ヌ ア 村]

b.サ ム ー ン 郡

メー サ プ 村(メ ー サ プ ・ヌ ア 村

移 住 史

メ ー サ プ ・タ イ 村)

シ プ ソー ン パ ン ナ ー に お け る メ コ ン河 西 側 の ム ア ンル ア ン 、 ム ア ン ツ ェ ー 、 ツ ェ ン フ ン か ら

移 住 した も の か らな る。 プ ラ ヤ ー ・カ ー ウ ィ ラ の 弟 が ラ ンナ ー 王 国 を 統 治 して い た 、1812年 に

移 住 した と され る。

精 霊 祭 祀

1.チ ャ オ ヌ ア ホ ア2。 チ ャ オ ヤ プ ン3.チ ャ オ ヤ カ ー ド4.チ ャ オ ヤ ケ ー オ

5.チ ャ オ チ ュ ム チ ャ6.チ ャオ ノ ー イ コ ン ケ ー オ7.チ ャオ ドン ナ ン

(チ ャ オ ヌ ア ホ ア は チ エ ン ダオ の 洞 窟 に 住 む 、 ラ ン ナ ー 王 国 最 大 の 守 護 霊 チ ャ オ ル ア ン ・

カムデー ンの兵士 と考えられている) [Chutamat Somkanok and Phichet Anukun 1990]

[1990年9月 、 メ ー サ プ ・タ イ 村]

(5)ナ ー ン 県

ナ ー ン 県 の タイ ・ル ー に 関 して は 、 ラ タ ナ ポ ー ン ・セ ー タ ク ン氏 の 網 羅 的 な 調 査 が あ る。 以

下 、 これ に 基 づ き 、 タ イ ・ル ー 村 落 を 故 地 を 同 じ くす る も の ご と に紹 介 し、 祀 られ る 守 講 霊 も

合 わ せ て 記 す こ と にす る(故 地 、 村 名 、 守 護 霊 の 順 に 示 す)。

a.概 観(5)

タ ー ワ ン パ ー 郡

ム ア ン ラー

不 明

チ エ ン ラー プ

チ エ ン ヨー ン

ム ア ンユ ー

ム ア ン ゴ ー プ

N、D、Tチ ャ オ ル ア ン ・ム ア ン ラー

シ ア オ チ ャ オ ル ア ン ・チ ョム チ ェ ー ン

ロム ク ラー ン チ ャ オ ル ア ン ・チ エ ン ラー プ

ノー ン

トゥ ン コ ー ン チ ャオ ル ア ン ・チ エ ン ラ ー プ

ユ ー(ヨ ム 区)チ ャオ ル ア ン ・カ ム デ ー ン

ユ ー(チ ョー ム プ ラ 区)

トー ン チ ャオ ル ア ン ・チ エ ン ラ ー プ
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ム ア ンヘ

プ ア 郡

チ エ ン セ ー ン

ム ア ン ヨー ン

ム ア ン レー ン

チエンル ン

バ ー ン ロー ン

チ エ ン ラ ー プ

チ エ ン ク ラ ー ン郡

ム ア ン ヨー ン

チ エ ン セ ー ン

ヘ フ ア ク チ ャオ ル ア ン ・ム ア ンへ

ナ ー カ ム チ ャオ ル ア ン ・プ ー カ ー

ドー ンチ ャ イ(シ ラー ペ ッ ト区)

ドー ンチ ャ イ(シ ラー レー ン 区)チ ャ オ ル ア ン ・チ エ ンル ン

トゥ ン ラ ッ タ ナ ー チ ャ オ ム オ ック カ ム チ ャ オ カ ム キ ア オ

ドー ンチ ャイ ボ ア ナ ム

フ ァー イ ナ ー ン ヤ イ バ ー ン ミー

ホ ア ドー イ

ナ ー パ ー ン チ ャ オ ル ア ン ・プ ー カ ー 、 ピ旨 ・ム ア ン ラ ー

ドー ン ケ ー オ チ ャ オ ポ ー ・パ ヤ ー ケ ー オ

プ ラー ン

コ ー ン チ ャ オ ル ア ン ・ソ プル ア イ

パ ー ラー ン チ ャ オ フ ァ ー ラオ

パ ー トー ン チ ャ オ ル ア ン ・プ ー カ ー

ト ゥン シ ー ブ ー ンユ ー ン

モ ー ン チ ャ オ カ オ ク ア ン チ ャ オ パ ヤ ー パ ー ノ ー ン

ロ ー ン ゲ ー チ ャ オ ・チ ャ ー ン プ ア ク ・ガ ー キ ア オ

ケ ー ト

テ ィー ン トック ピ ー ・ム ア ン グ ン ナ ー ン ヤ イ バ ー ン ミー

ブ イ

ドー ンケ ー オ チ ャ オ ポ ー ・パ ヤ ー ケ ー オ

サ ン テ ィ ス ク ピ ー ・ム ア ン ・チ エ ン ラー プ

ラ オ

チ エ ンケ ー ン オ ー

バ
ノー ンァ ー ン

チ ャオ フ ァー ノー イ ピー ・メ ー ン

チ ャ オ ル ア ン ・セ ー ン タ ー

チ ャオ ル ア ン ・ソム ヨ ッ ト

チ ャオ ポ ー ・ナ ム チ ャ ム

ム ア ン レー ン チ エ ン ドー ム
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チエ ンロム

不明

トゥン チ ャ ー ン郡

ム ア ン グ ン

シ ー ウ ドム

パ ー ギ ウ

ラ ー イ ト ゥン

チ ャオ フ ァー ノ ー イ

チ ャオ ポ ー ・コ ー ム ー レ ッ ク

[Ratanaphon Sethakun 1993]

以上の概観をもとに、以下、筆者が収集 した資料 を郡別に示す。

b.タ ー ワ ンパ ー 郡

N村 、D村 、T村

移 住 史

[ム ア ン ラ ー よ りナ ー ンへ の移 住 史]

小 暦(チ ュ ー ラ サ ッ カ ラ ー ト)1225年(西 暦1863年)酉 年 、7,月 、 白 分5日 、 火 曜 日、 プ ラ

ヤ ー チ ャイ ウォ ン 、 セ ー ンル ア ン タ ンマ ラ ー ト、 セ ー ン ピ ロ ム とセ ー ン マ ノ ー カ ー ン。

私 た ち、 ム ア ン ラ ー の 年 長 者 は挙 げ て(ナ ー ン 王)陛 下 に 謹 ん で 拝 み 奏 上 致 します 。 我 々 、

(ナ ー ン王)陛 下 の お 御 足 に い る もの 共 は 、 ム ア ン ラ ー か ら逃 げ て ま い り、 ナ ー ン の 王 様 の庇

護 の 元 に あ りま す 。 そ もそ も こ との 始 ま りは こ の よ うで あ りま した 。 ム ア ン ・シ プ ソー ンパ ン

ナ ー に 関 して い え ば 、 チ ャ オ ・マ ハ ー ワ ン とチ ャ オ ・モ ム ノー イ とい う叔 父 と甥 が 小 暦1184年

か ら争 い を して お り、 シ プ ソー ンパ ンナ ー は 二 派 に 分 か れ て お りま す 。 メ コ ン 川 の 東 岸 に は ム

ア ン ラー 、 ム ア ン ウー タイ 、 ウー ヌ ア 、 ム ア ン チ エ ン トー ン、 ム ア ンバ ー ン 、 ム ア ン リー ン が

あ り、 これ らは 全 て 、 チ ャ オ ・モ ム ノー イ の 側 に あ りま す 。 チ ャ オ モ ム ノー イ の 使 者 が 、 白 い

傘 の ラ ー ン サ ー ン 王 の も とへ 行 き 、 チ ャオ モ ム ノ ー イ 側 の 為 に 、兵 力 を貸 して くれ る よ う頼 み

ま した 。 ラ ー ンサ ー ン 王 は 兵 を 起 こ して 、 ム ア ン ラ ー に 三 千 の 兵 を 置 き ま した。 チ ャ オ ア チ ッ

タ ウォ ン は 、 そ の 時 、 チ ャ オ ラー ジ ャ ブ ッ トと 呼 ば れ て お り、 チ ャ オ チ ャ イ ウォ ン は チ ャ オ カ

ム モ ン と呼 ば れ て い ま した 。 チ ャ オ ラー ジ ャ ブ ッ トと チ ャ オ カ ムモ ン は 、 ム ア ンル ア ン プ ー カ

ー のパ ー ク ゲ ー ン に 居 ま した。 チ ャ オ モ ム ノー イ は と い え ば 、 金 一 万 をパ ヤ ー ア リン と ラ ー ジ

ャー チ ャイ ウォ ン に 渡 し、 ラ ー ンサ ー ン王 か ら象 を 買 い に行 か せ た と言 い ま した 。 パ ヤ ー ア リ

ン と ラー ジ ャー チ ャイ ウ ォ ンが チ ャ オ ラー ジ ャ ブ ッ トと出 会 っ て 話 した こ と に よれ ば 、 ラー ン

サ ー ン王 か ら、 確 か に金 一 万 で 象 を 買 い に行 く とい うこ とで す 。 しか し、 も しパ ヤ ー ア リ ン達

が 金 一 万 を 出 せ ば 、 私 た ち ナ ー ン の 者 は、 象 六 頭 を 用 意 す る こ とが で き ま す(何 も わ ざ わ ざ ラ

ー ン サ ー ン に 行 く必 要 は あ りま せ ん) 。 チ ャ オ ラー ジ ャ ブ ッ トは タ ー オ ロー カ ー に こ う言 って 、
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チ ャ オ モ ム ノー イ の 使 者 を ナ ー ン 王 に謁 見 させ ま した。 そ して ナ ー ン 王 は 、 象 六 頭 を 与 え ま し

た 。 ラ ー オ の 軍 隊 三 千 、 ナ ー ン の 軍 隊 七 十 は 、 チ ャ オ モ ム ノ ー イ の 側 に つ きま した 。 チ ャ オ モ

ム ノ ー イ は 金 一 千 と馬 一 頭 を ナ ー ン王 に 差 し出 し、 皆 が 揃 っ て チ ャ オ マ ハ ー ワ ン と戦 うよ う頼

み ま した 。 即 ち 、 ル ー 、 ラ ー オ 、 ナ ー ン が 揃 っ て 約 束 し、6月 の 満 月 の 日に マ ハ ー ワ ン と戦 い

を始 め ま した 。 六 月 黒 分2日 に 、 マ ハ ー ワ ン と、 ル ー 、 ラー オ 、 ナ ー ン は 戦 い つ つ 、 ム ア ン ラ

ー へ た ど り着 き ま し た(優 勢 を誇 るマ ハ ー ワ ン が ル ー
、 ラー オ 、 ナ ー ン の 軍 を ム ア ン ラー ま で

押 して い っ た)。 ム ア ン ラ ー の 者 達 が 逃 げ て き た の は 、 そ の 時 な の で す 。 チ ャ オ カ ム モ ン も逃

げ ま した が 、 ま だ レ ム川 の河 口で 休 ん で い ま した 。 す る とマ ハ ー ワ ン の 兵 士 達 が 後 方 か ら攻 め

掛 か っ て き ま した。 チ ャ オ カ ム モ ン とチ ャ オ ラー ジ ャ ブ ッ トは そ こで 破 れ 去 り、 散 り散 り とな

りま した 。 チ ャオ ラー ジ ャ ブ ッ トは ム ア ン ラ ー の 兵 や 民 と共 に ナ ー ピ エ ン サ ー ン へ 逃 げ て き ま

した 。 そ して そ こ で 、 雌 象 二 頭 、 雄 象 一 頭 、 馬 一 頭 を 捨 て ま した。 兵 を 動 か し て ボ ー ル ア ン に

た ど り着 き 、 そ こ で ム ア ン ラ ー の 民 も そ こ で 休 み ま した。 チ ャ オ ラー ジ ャ ブ ッ トは チ ャ オ ム ア

ン ラー の 援 軍 を頼 み ま し た。 チ ャ オ ム ア ン ラー も 二 百 の 兵 を用 意 しま した 。 タ ー オ ナ ン タ セ ー

ン と ム ー ン テ ー プ が 首 領 とな っ て 兵 を起 こ し、 ナ ー ピエ ンサ ー ンへ 象 を探 しに 行 き ま した 。 ム

ア ン ラ ー の 軍 は象 を捜 し出 し、 象 二 匹 、馬 一 匹 を ボ ー ル ア ン の チ ャオ ラー ジ ャ ブ ッ トの所 へ 届

け ま した 。 チ ャ オ ラー ジ ャ ブ ッ トは 象 を得 て 後 、 ナ ー ンの 兵 を ま と め て そ の 日 の うち に逃 げ 出

しま した 。 一 方 、 ム ア ン ラ ー の 兵 と民 は そ こ(ボ ー ル ア ン)で 休 ん で い ま した 。 そ こヘ マ ハ ー

ワ ン の 軍 が や っ て きて 、 ム ア ン ラ ー の 民 と出 会 い ま した。 マ ハ ー ワ ン の 軍 とム ア ン ラー の 兵 と

民 は昼 夜 戦 っ て の ち 、 引 き 上 げ ま した 。 マ ハ ー ワ ン(ム ア ン ラ ー の 兵 ・民 の 誤 り?)も 散 り散

りに森 へ と逃 げ ま した 。 あ る 者 は ラオ スへ 、 あ る 者 は ラ ー ジ ャ ブ ッ トの 象 と共 に逃 げ 、 タ ー ン

セ ー ン に い る ラー ジ ャ ブ ッ トの も とへ や っ て き ま した。 ラー ジ ャ ブ ッ トは そ の チ ャ オ(チ ャ オ

ム ア ン ラー?)と 一 緒 に 過 ごす 為 、 そ こ に 一 晩 泊 ま りま した 。 明 る く な っ た ら(夜 が 明 け る と)

チ ャ オ ラー ジ ャ ブ ッ トは タ ー セ ー ンの 兵 を ま とめ て タ ー カ ー ドに 泊 りま した。 ム ア ン ラ ー の 民

も タ ー セ ー ン に 五 泊 し、 六 泊 目に チ ャ オ カ ム モ ン も ど こか ら来 た の か は っ き り と しま せ ん が 、

ター セ ー ン の ム ア ン ラ ー の 人 々 に 会 い に 来 ま した 。 そ して 、 ム ア ン ラ ー の 首領(チ ャ オ ム ア ン

ラ ー)と 民 を 、 ナ ー ン 王 に 会 わ せ ま した。 ム ア ン ラー の 人 々 に は 、 生 きて 行 く 為 の 土 地 が な い

の で 、 与 え て くだ さ る よ う、 謹 ん で お 願 い を しま した 。 チ ャ オ ア チ タ ウ ォ ン と い うお 方 は ム ア

ン ラ ー の 民 の 状 況 を 了 解 な さ る と、 ム ア ン ラ ー の 首 領 と民 を連 れ て 行 き 、 フ ァ ー イ ク ム シ ン と

い う堰 を つ く りま した 。 二 人 の チ ャオ(チ 亭 オ ア チ タ ウォ ン とチ ャ オ カ ム モ ン)の お か げ で 、

ム ア ン ラ ー の 人 々 は 、 普 通 に 食 べ て 行 け る よ うに な りま した。 こ う して 、 ム ア ン ラー の 人 々 は 、
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チャオラージャブ ッ ト(チ ャオアチタウォン)と チャオカムモンの恩恵を実感 しま した。そし

て、田畑 を耕 し、これ らのチャオ達に捧げま した。チャオマハーウォンとい うお方が王位 につ

くまで長い間ナーンに留ま りま した。畏れ多くもそのナーンの王様(チ ャオマハーウォン)が

チャオチャイ ウォンムアンラー(ム アンラーの民の首領)に おっしゃるには、チャオチャイ ウ

ォンムアンラーを連れて、バ ンコクのチャオプラーサー トーン(ラ タナコーシン王朝の王)を

訪れるとのことで した。何故な ら、王様陛下は(タ イ ・ルーの人々がナーンに移住 したという

ニュースを聞いて)タ イ ・ルーの人々にいろいろ関心をお示 しになったか らです。チャオルア

ンマハー ウォンがチャオムアンラーをバンコクへ連れて行きました。そ して、チャオムアンラ

ーを挙げてパヤー ラー とし、他の数々のムアンと同様 、ホワムアンとしま した。'そして、ムア

ンラーの人々に、金二千を供出させ、一千はチャオパヤーワンクワーに捧 げ、一千は、チャオ

カムモンに捧げました。チャオパヤーワンクワーは受け取られましたが、チャオカムモ ンは受

け取 られませんで した。チャオカムモンは以下の ようにおつ しゃいま した。 自分は象牙 と槍を

持ってきただけで大 したことは していないので、報酬はい りません(偶 然、出会っただけであ

る)。 自分はチャオルアンマハー ウォン陛下があなたたちを挙げて他の数多 くのムアンと同様、

ホワムアンとした とい うことはめでたいことです。ほんとうに どうやって表現 してよいかわか

らない程めでたい ことなのです。かのお方は、ムアンラーの首領 と民に祝福を与え、金一千を

ムアンラーの人々に返 しました。 これが話の全てであ ります。 どうかお伝 え下さいますよ う。

()内 は筆者の注記(N村 の元教師所有のタイ ・ルー文書による)

[1991年9月 N村]

精 霊 祭 祀 チ ャオ ル ア ン ・ム ア ン ラ ー の 儀 礼(6)

3力 村 が3年 に 一 度 チ ャ オ ル ア ン ・ム ア ン ラー を 合 同 で 祀 る。 約20の 親 族 の 守 護 霊 が3力 村

に 分 布 して お り、 儀 礼 の 際 に 、N村 に あ る儀 礼 場 に集 め られ る。 儀 礼 場 に は 、 チ ャ オ ル ア ン ・

ム ア ン ラー の 銅 像 が 立 て られ て お り(1985年 に 建 立)、 親 族 の 守 護 霊 の 祠 は そ こに 集 め られ る。

これ らの 親 族 の 守 護 霊 は 、 チ ャオ ル ア ン ・ム ア ン ラ ー を筆 頭 軍 団 が イ メ ー ジ され て お り、 戦 乱

に よ る 移 住 とい う歴 史 が 表 現 され て い る。 儀 礼 で は 、 ム ア ン ラ ー 首長(チ ャオ ム ア ン ラー)の

子 孫(代 々D村 に 住 む)が チ ャ オ ム ア ン を 演 じ、 チ ャ オル ア ン ・ム ア ン ラー の プ リー ス ト、 モ

ー ム ア ン(代 々N村 に 住 む)と 共 に
、 重 要 な 役 割 を 果 たす 。

[儀i礼 一1990年12月 の 例]

初 日:N村 の 村 人 が 、D村 の チ ャオ ム ア ン を 向 か え に い く。 チ ャ オ ム ア ン の 家 で は 、男 女 の

チ ャ ー ン カ プ(タ イ ・ル ー 民 俗 歌 謡 の 歌 い 手)が カ ブ ・ル ー を 歌 う。 夕刻 、 チ ャオ ム ア ン はN
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村 に 到 着 し、 モ ー ム ア ン と共 に 象 神 の 祠 と馬 神 の祠 で 祝 詞 を 唱 え る。 バ オ モ ー(モ ー ム ア ン の

助 手)と 共 に チ ャ オ ル ア ン ・ム ア ン ラ ー の 銅 像 の あ る祭 壇 で 祈 りを 捧 げ る。

二 日 目:タ ー レオ を立 て 、 村 を 閉 ざす 。 村 外 の者 が 入 る と き は 、罰 金 の 名 目で10バ ー ツ 払 う。

チ ャオ ム ア ン とモ ー ム ア ン は 、 婦 人 会 な どに よ る タイ ・ル ー の 舞 踊 や ドン ト ゥ リー ・プ ン ム ア

ン(北 タ イ 民 俗 音 楽)の 演 奏 を伴 っ て 、 儀 礼 場 へ と 向 か う。 途 中 、 チ ャオ ム ア ン とモ ー ム ア ン

は 、 象 神 と馬 神 の 祠 で 祝 詞 を 唱 え て 、 鶏 を放 つ(供 犠 の 代 わ り)。 儀 礼 場 に 到 着 す る と、 チ ャ

オ ム ア ン、 モ ー ム ア ン が 祭 壇 に供 物 を捧 げ る。 モ ー ム ア ン は祝 詞 を唱 え 、 守 護 霊 達 の 祠 の 前 で

鶏 を放 つ(供 犠 の 代 わ り)。 次 い で 、 祭 壇 横 の広 場 で 、 柱 に繋 が れ た 水 牛 、 牛 、 白豚 、 黒 豚 を、

バ オ モ ー 一 人 が 踊 りな が ら竹 ひ ご を あ て 、 次 い で 、 平 刀 で 軽 く叩 い て い く。 次 に 、 屠 殺 人 が あ

らわ れ 、 と ど め を さす 。 次 い で 、 供 犠 獣 の解 体 、 調 理 。 並 行 して 、 祭 壇 前 で の 、 中 国 風 芝 居 、

タイ ・ル ー の 舞 踊 、 刀 舞 な どの 上 演 。 チ ャ オ ム ア ン、 モ ー ム ア ン 、 銅 像 の 前 で 祈 る。 各 守 護 霊

の 祠 の 前 で 、 そ れ ぞ れ の プ リ ー ス トが 祈 り、 供 犠 獣 の 肉 な ど は 、 チ ャ オ ル ア ン ・ム ア ン ラ ーや

各 守 護 霊 に供 え られ る。 チ ャ オ ム ア ン、 モ ー ム ア ンの 祈 りに 次 い で 、 村 人 達 に よ る共 食 。 午 後

は 、 カ ブ ・ル ーや 、 マ ー ク コー ン(毬 投 げ)の 他 、 椅 子 取 りゲ ー ム な どの レ ク リエ ー シ ョン

(主婦 が 中 心)、 男 性 は 闘 鶏 な ど賭 博 。 夜 は 、 チ ャー ン ・カ ブ に よ る カ ブ ・ル ー 、 老 人 達 に よ

る ドン トゥ リー ・プ ン ム ア ンの 演 奏 。

三 日 目:九 時 よ り、 ム ア ン ラ ー と は別 の ム ア ン 、 ム ア ン ウー か ら来 た ウー とい う守 護 霊 に 対

す る儀i礼 が 、N村 内 の ウ ー の 祠 の 前 で行 わ れ 、 豚 一 頭 を供 犠 。 調 理 の 間 、N村 の チ ャ ー ン ・カ

ブ が モ ー ム ア ン の 宿 所 な どで 歌 う。 供 犠 獣 の 肉 は ウ ー に 捧 げ られ 、人 々 の 共 食 へ と続 く。 午 後

二 時 、 健 康 と長 寿 を祈 る た め 、 モ ー ム ア ン とチ ャ オ ム ア ン に ス ー ク ワ ン(魂 強 化)儀 礼 。 三 時

す ぎ 、 チ ャ オ ム ア ン は 、D村 へ と帰 り、 モ ー ム ア ン は 、 村 人 に 送 られ て帰 路 に つ く。

[1990年12月 N村]

へ村

移住史

現 在 、 ミ ャ ン マ ー ・シ ャ ン州 の 、 雲 南 西 双 版 納 との 境 界 付 近 に あ る ム ア ン ・へ か ら移 住 。

精 霊 祭 祀

儀 礼 で は 、 チ ャオ ム ア ンへ の 子 孫 が チ ャ オ ム ア ン の 役 を演 じる。 ム ア ンへ か ら も っ て き た と

され る 、 長 い刀 を チ ャ.オム ア ン の 印 と して 所 持 して い る。 ム ア ンへ か らは 、 パ ヤ ー ・イ ン タ ウ

ィチ ャ イ が ナ ー ン に 移 住 し 、 ナ ー ン ピム パ ー と結 婚 した 。 現 在 の チ ャ オ ム ア ンは ノー ラー ・イ

ンサ ー イ で あ る。 イ ン サ ー イ とい う姓 は 、 へ 村 の み に み られ る。[1996年3月 へ 村]
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c.プ ア 郡

ロ ン ゲ ー 村

移 住 史

ム ア ン ・レー ン(ム ア ン ・リン)の チ ャ オ ム ア ン 、パ ヤ ー セ ー ン ム ア ン ケ ー オ は 、 ム ア ン 内

で の 内 紛 に 耐 え られ ず 、4人 の 将 軍 、 タ ー オ ケ ー オ パ ン ム ア ン 、 ター オ ワ ン ナ 、 ター オ レク フ

ァイ 、 タ ー オ トゥー の応 援 を得 た が 、耐 え切 れ な か っ た 。

そ して 、 民 と共 に 逃 亡 し、 水 を 湛 え た水 路 の あ る辺 りに村 を 建 て た 。 肥 沃 な 土 地 で あ っ た の

で 、 ロー ン ナ ム ゲ ー と名 付 け た 。 しか しな が ら、 あ ま り時 間 が た た な い うち に 、 チ ャ オ ル ア ン

・パ ヤ ー リ ン(パ ヤ ー ム ア ンケ ー オ)も 亡 くな っ た
。 人 々 は 、 彼 の祠 を建 て て 、 そ の 霊 を 招 い

て 慰 撫 した。 ロ ン ゲ ー 村 の 人 々 は 、 以 後 、 毎 年 、 こ の 霊 を供 養 して い る の で あ る。10年 の ち に 、

彼 の 霊 は 、 女 性 の 霊 媒 に 悪 依 した。 仏 暦2529年 、 村 人 が 共 同 で 、 チ ャ オ ル ア ン ・チ ャ ー ン プ ア

ク の 記 念 の銅 像 が建 て られ て い る。

精 霊 祭 祀(北 タイ 暦8月)

ベ ー テ ル
、 コ コナ ッツ 、 種 々 の 果 物 、 菓 子 、 ゆ で た鶏6匹 、 水 、 た ば ζ 、 ろ うそ くを 必 要 と

す る 。 線 香 は 必 要 と しな い。 水 牛 や 牛 な ど大 き な 動 物 の 供 犠 は な く 、 鶏 と か あ ひ る と い っ た 小

さな 動 物 を 供 犠 す る。 祠 、 象 の 飼 育 者 の 姿 の モ ニ ュ メ ン トの 近 く に象 を 繋 ぐ柱 が あ る。 村 人 は

そ こ に さ と うき び を供 え る 。10時 、 カ オ チ ャ ム と古 老2-3人 が 霊 を 招 く詞 を述 べ 、 祠 の チ ャ

オ ル ア ン の 寝 床 の 前 の ろ うそ く2本 に火 を つ け 、 供 え物 を取 りに く る よ うに と招 く。 こ の 時 、

豚 の ラー プ と鶏 肉 の トム ヤ ム を供 え 、 チ ャオ ル ア ン を 招 き終 え て 後 、 村 人 も こ う した 食 事 を 昼

食 と して と る。 午 後 、 コ ン ソ ン(霊 媒)に 霊 が 降 りる。 普 通 は チ ャー ン ソー(北 タイ 民 俗 歌 謡

の歌 い 手)の 歌(マ ノ ー ワ ン と 呼 ぶ)に よ っ て霊 が 招 か れ る が 、 カ オ チ ャ ム の 詞 で 招 か れ た り

もす る。 初 め に 、 チ ャ オ ル ア ン ・ドー イ ・プ ー カ ー(プ ア 郡 に あ る プ ー カ ー 山 の 守 護 神 。 チ ャ

オル ア ン ・チ ャ ー ン プ ア ク ・ガ ー キ ア オ の 友 人)が 招 か れ 、 チ ャオ ル ア ン ・チ ャ ー ン プ ア ク ・

ガ ー キ ア オ を招 く よ うに 促 され る。 チ ャ オ ル ア ン ・ ドー イ ・プ ー カ ー が コ ン ソ ン の 体 を 離 れ 、

チ ャ オ ル ア ン ・チ ャー ン プ ア ク ・ガ ー キ ア オ が コ ン ソ ンの 体 に は い る。 コ ン ソン は 、 緑 色 の布

を し 自色 の 袖 の長 い 着 物 に 着 替 え る。 コ ン ソン の 立 ち 居 振 る舞 い は も 変 化 し、 ベ ー テ ル ナ ッツ

を好 む よ う に な る。 チ ャ オ ル ア ンチ ャー ン ン プ ア ク ・ガ ー キ オ に 、 村 人 の 様 々 な 悩 み の 相 談 を

お願 い す る。 例 え ば 、 健 康 上 の 問題 、熱 や 痛 み な ど の 問 題 な どで あ る。 死 に ま つ わ る こ と も あ

る。 夫 婦 の 問 題 、 宝 く じ、 将 来 の こ とな ど運 命 で 決 ま っ て い る こ と に つ い て は 、 チ ャ オ ル ア ン

は 、 相 談 に 乗 らな い 。 ま た 、 も し、 占 い が 吉 とで れ ば 、 特 に努 力 をす る 必 要 が な くな り、 も し
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凶であれ ば、自らの意志をしっかり持たな くてはいけないなどとア ドヴァイスする。チャオル

アン ・チャーンプアク ・ガーキオがコンソンの体を離れて後は、村人 たちは、手首に糸を巻い

て、コンソンの魂を呼び戻す。チャオルアン ・チャーンプアク ・ガーキオの霊 を招 くコンソン

は通常の コンソンとは異なる。 とい うのは、他の人物の霊が悪依することがなく、また、この

儀礼の時に限っての活動であるからである。

[Khana Naksuksa Parinya Tho Mahawithayalai Chiang Mai 1987]

d.ト ゥン チ ャ ー ン郡

トゥ ンス ン村

移 住 史 ム ア ン ラー か ら移 住 した と され る。

精 霊 祭 祀 ピー ・ム ア ン と して チ ャ オ カ ー カ ー ン を祀 り、 ピ ー ・バ ー ン と して チ ャ オ ポ ー コ ー

ム ー レ ッ ク を 祀 る。 [1994年3月 ト ゥン ス ン村]

(6)中 国の社会主義化に伴って難民 としてタイに移住 したタイ ・ルー(1950年 代に移住)

a.チ エンラーイ県メーサイ郡

マイルアンコン村

移住史 国民党 と共に逃亡した者を中心に、様々なムアンの出身者か らなる。

精霊祭祀

チャオルアンカムデー ンを祀 る。チャオルアンカムデーンは、シャン州のある場所 より移住

したと考え られてい る。また、シプ ソーンパ ンナーのツェンフン最大の守護霊であった とも考

えられている。 メーサイに居住 しようとする者は、チャオルアンカムデーンに許 しを請わねば

ならない。 タイ ・ルーの人々は、チャオルアンカムデーンは、メーサイ とい うムアンの守護霊

と考 えている。メーサイには、タイ ・ユアンの人々も住んでいるが、彼 らは、チャオルアン ・

カムデー ンは、チエンダオの洞窟 に住む、ランナー最大の守護霊を指す と考えている。また、

雲南系漢人もまたチャオルアン ・カムデーンを祀っているが、彼 らは、商売繁盛の神 と考 えて

いる。一つの神格が祀る主体によって様 々に捉えられているが、このことは、メーサイの複合

的な社会 ・文化状況を象徴 している。 [1992年3月 マ イ ル ア ン コ ン村]

(7)ラ オ ス の 社 会 主 義 化 に 伴 っ て 難 民 と して タ イ に移 住 した タ イ ・ル ー

(1970年 代 、 ラオ ス 、 サ イ ヤ ブ リー 県 の チ エ ン ロム 、 ホ ン サ 、 ム ア ン グ ン よ り移 住)
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ナーン県 トゥンチャーン郡 ボン区 ホイコン村 マイ村 ライ トゥン村

[Songsak Prangwatanakun 1986]

(8)か つ て は タ イ ・ル ー で あ り、 現 在 は"そ うで は な い"と 表 明 す る も の

a.ナ ー ン県 タ ー ワ ン パ ー 郡

ク ワ村

クワ村は、タイ ・ユアンの村であ り、皆、北タイ語ナーン方言を話 している。 ここの村人は、

様々な地域か らの移住者の集ま りであ り、シプ ソーンパ ンナーやラオスに起源 を持つ精霊も祀

られているが、そ うした精霊の信奉者 も、ほとん どが、自らをタイ ・ユアンとアイデンティフ

ァイ している。チャオルアン ・ムアンハムとい う守護霊は、シプソーンパ シナーのムアンハム

を故地 としているが、その信奉者も、タイ ・ユアンと一緒に長 く住んでいるうちに、タイ ・ユ

アンに変化 したと考えている。以下、チャオルアン ・ムアンハムの信奉者 に限 っての移住史と

チャオルアン ・ムアンハムの儀礼の実際について記す。

移住史

チャオルアン ・ムアンハムは、最初、シプソーンパ ンナーにいたが、戦争によってクワ村に

移住 してきた。チャオルアン ・ムアンハムは軍隊を率いて逃げてきた。子 どもが増えすぎたの

で、殺すことを計画 し、子 どもを田の中において、水 をいれて溺れ させた。3人 の女の子が助

かった。一人は、 ウイ、一人はインケオ、も う一人はポームという名であった。3人 の女の子

は、今のクワ村の中で、チャオルアン ・ムアンハムの最初の血統 となった。そ して、他の地域

へも散 らばっていった。現在の司祭(カ オチャム)は ウイの子であるとい う。カオチャムの職

は、お じか ら受け継いだ。

精霊祭祀

カオチャムは、精霊ρ祠を管理 し、供養のスケジュールを決め準備する。その他 、チャオル

アン ・ムアンハムを信奉する親族の中で、最年長の者 としての役割を果たす。親族内の争いの

調停や、精霊の供養を行 う。チャオルアン ・ムァンハムの祠は、カオピー(女 性)の 家にある。

カオチャムは、チャオルアン ・ムアンハムに、籾殻を手のひらに落 とし、祈ってつまむ。 これ

を偶数になるまで続 ける。

チャオルアン ・ムアンハムは、大きな力をもっている。以前、誰が過ちを犯すと、とりわけ

供養の時に降 りてきて懸依 し、大声で 「私はムア ンハムから来た」と叫ぶ ような傾 向があった。

チャオルアン ・ムアンハムは、外から嫁いできた女性 を好む。供養は、3年 に一度、一 日一晩
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行 う(1月)。 親族が子ども、大人に関係なく費用 を集める。各家庭 ごとに費用 を供出 し、黒

豚一頭、黒鶏4羽 を供犠の為に購入す る。儀礼はカオ ピーの家で行 う。 ターレオを立て、立入

り禁止区域を定める。、儀礼中は親族以外は立入 り禁止である。クワ村の者で禁を犯 した者 は罰

金15バ ー ツ支 払 う。 [1991年9月 ク ワ村]

2北 ラ オ ス に お け る タ イ ・ル ー

(1)分 布 の 概 況

a.ポ ン サ リー 県

ム ア ン ・ウー ヌ ア 、 ム ア ン ・ウー タ イ は 、 か つ て シ プ ソ ー ンパ ンナ ー の 領 域 で あ っ た が 、19

世 紀 に お け る 清 仏 戦 争 の 結 果 、 フ ラ ン ス 領 とな り、 今 日で も ラオ ス の領 域 内 に あ る 。 タ イ ・

ル ー 人 口の 多 い ム ア ン に は 以 下 の も の が あ る。

ウー ヌ ア 、 ウー タ イ 、 ガ ー イ ヌ ア 、 ガ ー イ タイ 、 ブ ン ヌ ア 、 ブ ン タ イ

b.ル ア ン ナ ム タ ー 県

[ム ア ン シ ン](23力 村)

チ エ ン チ ャ イ 、 チ エ ン ユ ー ン、 チ エ ン レー 、 チ エ ンイ ン 、 チ エ ン ム ン 、 ナ ー 、 ノ ー ン ム 、

シー ム ン 、 ボ イ コ ッ ト、 フ ァー ン 、 ナ ム ダ ー イ 、 ヤ ー ン ピエ ン 、 ナ ム ケ ー オ ノー イ 、 テ ィ

ン タ ー ト、 ソー 、 ナ ー カ ム 、 ム ア ン フ ン 、 タ ー パ ー オ 、 ドー ン ポ ー イ 、 モ ー ム 、 カ イ 、 ボ

ー チ エ ン チ エ ー ン

[ム ア ン ロ ー ン](8力 村)

ドー ンチ ャイ 、 ム ア ンサ 、 チ エ ン ル ン ノ ー イ 、 チ エ ン コ ッ ク カ オ 、 チ エ ン コ ック マ イ 、 ノ

ー ン カ ム
、 ドー ン ポ ー イ 、 ル ア ン

[ム ア ン カ ー ン](3力 村)

ム ア ン カ ー ン 、 カ オ 、 マ イ

[ム ア ンナ ー レー(タ ー 川 沿 い)]数 力 村(詳 細 は 不 明)

[ヴ ィ エ ン プ ー カ ー]

革 命 時 に 、 ボ ー ケ ー オ 県 に 移 住 した も の が 多 い の で 、2-3力 村 。 しか も、 カ ム と一 諸 に

住 ん で お り、 純 粋 な タイ ・ル ー の 村 落 は な い。

[ル ア ン ナ ム タ ー](3力 村)

ボ ー テ ー ン 、 ナ ム トゥン 、 ホ イ キ ン

(ボ ー テ ー ン は 中 国 国 境 沿 い に あ り、 中 国 側 に あ る ム ア ン ラ ー の ボ ー ハ ー ン と共 に 、古 くか
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ら塩 の 産 出 で 有 名 で あ る)

c.ボ ー ケ ー オ 県

[ム ア ン ウー(ポ ン サ リー 県)や シ プ ソー ンパ ン ナ ー 域 内 か らの移 住](12力 村)

プ ン 、 ピモ ン シ ン 、 ドー ン ケ ー オ 、 トゥ ンセ ー ン チ ャ ー ン 、 マ イ プー カ ー 、 ト ゥンサ ムモ

ー ン
、 ピモ ン トー ン 、 ナ ム カ ロ ッ ク、 パ ー クハ オ タ イ 、 ダー ン、 タ ー フ ァー 、 ドー ンチ ャ

イ 、 この 他 ム ア ン トンプ ン、 ム ア ン ム ン 、 ム ア ンバ ー ク タ ー の 領 域 内 に数 力 村

d.ウ ドム サ イ 県

[ム ア ン サ イ](11力 村)

チ ェ ー ン 、 テ ィ ン 、 ナ ー ミー 、 ナ ー ウェ ー ン 、 ナ ー サ ー オ 、 テ ィ ア オ 、 ナ ー フ ァ ム 、 マ イ 、

ロー ン ヤ ー 、 ト ゥン ヒー ト、 ロー ンサ ッ ト

ム ア ンサ イ か らム ア ンペ ー ン に 至 る道 程 に 、 数 力 村(詳 細 は 不 明)

[ム ア ンペ ー ン](19力 村)

ペ ー ンル ア ン 、 ペ ー ン カ ム 、 タ ー カ ー ト、 ポ ー ン サ イ 、 ナ ー プ ラー ヌ ア 、 ナ ー プ ラ ー イ 、

ナ ー メ ッ ト、 ナ ー ム ー ン 、 バ ー ン トー ン 、 ソブ ロ ー 、 ナ ー ウア 、 チ エ ン レー 、 ヨー 、 ナ ー

ラ イ 、 パ ー ン ド ゥー 、 ポ ー ケ ー オ 、 ナ ー 、 ベ ー ン ボ ー ン、 ナ ー ホ イ

[ム ア ン フ ン]ウ ア トゥア 、 ナ ー レー ン(2力 村)

[ム ア ン ナ ー モ ー]ナ ー モ ー(1力 村)

[ム ア ン ク ワー]ナ ー ヤ ー ン(1力 村)

e.ル ア ン プ ラバ ー ン 県

[ウ ー 川 沿 い](12力 村)

ホ イ フ ェ ー ン 、 ホ イ ワ ン 、 コ ー ク ン 、 ハ ー ドパ ー ン 、 ホ イ フ ァー イ 、 パ ー ク チ ェ ク 、 ドス

ワー 、 ラー トター ヘ ー 、 コ ー ン ダ ム 、 ホ イ ロー 、 ハ ー ドコ ー 、 ワ ン レー

[ル ア ンプ ラバ ー ン](5力 村)

パ ー ノム 、 プ リ ッ ク 、 ナ ー ヴ ィエ ン カ ム 、 ナ ー オ ー ム ドー イ 、 チ エ ン グ ン

f.サ イ ヤ ブ リー 県

[ム ア ン ピエ ン](2力 村)

ドン グ ン 、 セ ー ン チ ャル ン(人 口の 増 加 の 為 、 土 地 を求 め て ム ア ン グ ン か ら移 住)

[ム ア ン ホ ン サ ー](3力 村)

ヴ ィエ ン ケ ー オ 、 ナ ー ラ ム 、 ナ ー パ ン カ ム

[ム ア ン グ ン]
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ナ ー ウア 、 ナ ー ヤ ー ン 、 ル ア ン 、 チ ャ イ 、 テ ィ ン ドー イ 、 ドー ン ム ン 、 ホ ー ン 、 ドー

ン ケ ー オ 、 ノ ー ン ウ ェ ー ン、 コー ン 、 ピエ ンガ ー ム 、 デ ィ ー ミー

[ム ア ン コー プ]

ム ア ン チ エ ン ホ ン 、 チ エ ン ロ ム は全 て タイ ・ル ー の 村 落

以上 [Prachan Rakphong 1996]

(2)移 住 史 と 精 霊 祭 祀

北 ラ オ ス の タイ ・ル ー に 関 して は 、 今 後 の 調 査 に待 た ね ば な ら な い 。 現 在 の所 、筆 者 が 知 り

え て い る の は 、 ル ア ン プ ラバ ー ン 県 の パ ー ノ ム村 の事 例 で あ る。 精 霊 祭 祀 は 、 革 命 後 、 ラ オ ス

政 府 が 迷 信 と して 禁 止 して い る が 、 近 年 、 ム ア ン シ ン な どで 復 活 して い る と い う。

パ ー ノム 村

移 住 史(概 要)

600年 程 前 、 フ ァー グ ム王(ラ ー ンサ ー ン王 国 初 代 王)の 王 子 、 チ ャオ ウ ン ム ア ン が シ プ ソ

ー ンパ ンナ ー
、 チ エ ンル ン の 王 女 ナ ー ン ケ ー オ ・テ ィ ダ ー を嬰 っ た 。 こ の 際 、 チ エ ンル ン か ら

老 若 男 女(男500人 、 女500人)が 供 と して 付 き 従 っ て い た 。 そ の 中 に は 、 ル ア ンプ ラバ

ー ン 王 を 護 衛 す る 役 割 を もつ 男 性 や
、 呪 文 に 通 じた 人 な どが い た 。 ま た 、 男 性 は 主 と して 彫 刻

を 、 女性 は 織 物 を 王 家 の 為 に 行 っ た 。 こ の 他 、 歌 や 踊 り を王 家 の 賓 客 の 為 に 行 っ た(ラ ー マ ー

ヤ ナ な ど。 こ の伝 統 は 、 近 年 ま で 続 く。 村 長 も、 元 パ ラ ク ・パ ラ ム[ラ ー マ ー ヤ ナ]劇 の ダ ン

サ ー)。 そ の よ うな わ け で 、 最 初 、 王 宮 の 近 く(現 在 の ム ア ン ・ス ワ ー ホ テ ル)に ナ ー ヴ ィ エ

ンカ ム村 を建 て 、 次 い で ナ ー オ ー ム ドー イ 村[ワ ー オ 山 付 近]を 建 て た が 、 村 人 の 数 が 増 え た

の で 、 よ り広 い 田 を 耕 す こ との で き る今 の 地(メ コ ン 川 の 支 流 で あ る カ ン川 の 岸)に 、 王 に頼

ん で 移 住 した 。 人 間 の 増 加 に よ り、 同 じ川 沿 い に 、 ドー ンケ ー オ 村 、 プ リ ッ ク ・ノー イ 村 、 ボ

ー ヘ ー村 の3村 が パ ー ノ ム村 か ら分 か れ て で き た
。

(村長 、 シ ー チ ャ ン ・チ ャ ンデ ッ ト氏 所 有 の 由 来 書 。 ラー オ 文 字 に よ る。 ル ー 文 字 に よ る も の

も か つ て あ っ た が 、 散 逸)()内 は筆 者 注[1993年8月 パ ー ノ ム村]

精霊祭祀

1975年 の革命までは、村の守護霊に対す る供養が行われていた(現 在も非公式には行わ

れている)。 パーノム村の守護霊は、チャオポムホワ(別 名、チャオカムウォン)で ある。毎

年、6月 から7月 頃に供養。豚1匹 、鶏4匹 を供犠、菓子を4皿 、5分 から10分 祭壇に供えて

降ろす。 この時、カブ ・ルーが唱われる。チャーン ・カブ(歌 い手)は パーノム村に存在す る
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が、チャーン ・ピー(横 笛の吹き手)は プ リック ・ノーイ村から呼ぶ。また、テ ィーナンと呼

ばれる巫女が酒 を飲む と霊が悪依 して、占いを行 う(当 たった り当たらなかった りす る)。 他

村の例であるが、村長が次のような経験をしている。ティーナンである年老いた独身女性が歌

い始め、それにたまたま男性が歌で答えた。人々は、女性に神が入って、男が答えるのを許 し

たのだといった。独身の女性 に男が誘いかけるのを神が許 したとい う解釈。パーノム村か ら分

かれてできた3力 村 は、それぞれの守護霊 を祀っている。[1993年8月 パー ノム村]

まとめと展望

以上、北タイに分布するタイ ・ルーを中心に、北ラオスの状況もまじえ、現在知 りうる限 り

の移住 と精霊祭祀に関する情報を記述 した。

移住 に関する情報からは、移住の歴史的状況を、以下のように、整理す ることができる。

a.シ プ ソー ン パ ン ナ ー 東 部 か ら、 北 ラ オ ス を 経 由 し、 ナ ー ン、 チ エ ン カ ム(現 パ ヤ オ 県)

へ 移 住 した もの

b.シ プ ソー ン パ ン ナ ー 西 部 及 び ミャ ンマ 「Lシ ャ ン州 か ら、 現 在 の チ エ ン マ イ 県 、 ラ

ン パ ー ン県 な ど に移 住 した も の

c.北 ラ オ ス 、 ポ ン サ リー 県 ム ア ン ・ウー か らチ エ ン コ ー ン(現 在 チ エ ン ラ ー イ 県)へ 移 住

した も の

d.中 国 及 び ラ オ ス の 社 会 主義 国 化 に よ っ て 、 あ る 種 の 難 民 と して移 住 した も の(現 在 の チ

エ ン ラー イ 県 及 び ナ ー ン 県)

e.シ プ ソー ンパ ン ナ ー の 主 に 東 部 か ら ラ オ ス 北 部 へ 移 住 した も の

f.シ プ ソー ン パ ン ナ ー の 一 部 で あ っ た も の が 、 清 朝 の よ っ て フ ラ ン ス へ 割 譲 され た こ と に

よ っ て 、現 在 ラ オ ス 領 に な っ て い る も の

この うち、a、bは 主 として、18世 紀末のカー ウィラのランナー王国再興期の入植捕虜に由

来 し、cは19世 紀雲南系漢人の圧迫により移住 したものである。eは 、シプソー ンパ ンナーの

内紛などの原因によるが、aも 、多 くはこうした経過で逃亡した者を北タイで受けいれたこと

に由来 している。

難民としての移住を除いては、移住の殆 どが、18世 紀か ら19世紀にかけての、北 タイを中心

とする地域の変動を契機 としている。 この時期は、英仏植民地勢力の侵入による国境確定前夜
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である。国境確定以前 に北タイに移住 したタイ ・ルーは、国境確定、地方土候 の廃絶を経て、

タイ とい う国民国家が形成 される中で、タイ国民 として一元化されていく。今 日、タイ国民は、

IDカ ー ドを持ち、少数民族もそれぞれの民族名が記 されているが、タイ ・ルーの場合は、タ

イ とのみ記 されるようになるのである。

19世紀、地方土侯 は、移住 した様 々な出自のタイ諸族 と関係 をもったが、ルー とい うのは、

同一地域に居住す ることになった、種々のタイ諸族間で用いられた、出自を示す(シ プソーン

パンナーを故地 とする)呼 称である可能性がある。例えば、ナーン県ター ワンパー郡の場合、

19世紀 に、ナーン土侯の開拓政策 によって、出身の異なる様々なタイ諸族 が入植 して同一地域

に住む こととなったが、言語など文化的差異に従い、地域における差異化の体系のあ り方がで

きたと考えられる。シプソーンパ ンナー(ム アン ・ルー)か ら移住 したものはルーと呼ばれ、

ラオス ・シエンクワー ンから移住 したものはラーオと呼ばれ、元来、ナーンに住んでいたもの

は、単にタイ と呼ぼれた。前近代 においては、ムアンもしくはムアン連合 の首長 との関係性が、

タイ諸族にとって重要 な対他認識の主要なメル クマールであったと考えられ、従って、移住後

もかつて従属 したムアンもしくはムアン連合 との関係性が強調された と考えられ る。

ナー ン県ターワンパー郡 クワ村の事例のよ うに、タイ ・ユアンとの混住 によってタイ ・ルー

としてのアイデンティテ ィーを失 った ものもある。 しかしなが ら、後述するように、現在 、観

光化、村起 こしなどでタイ ・ルー という呼称 を前面に出す動 きも盛んである。 しか しなが ら、

これは、あくまで国民国家形成の中で、タイ国民への一元化が前提 となっている。 タイ ・ルー

というのは、山地民族 のように、IDカ ー ドに民族名 が記 されるような国家認 定の呼称ではな

い。タイ ・ルーの主張は、前近代か ら連続す る地域 レベルでの差異化の体系に基づいて行 われ

ているのである[馬 場1996b]。

次に、本稿で記述 した精霊祭祀の資料の中にみ られる特色を探ってみたい。

本文で記述 した北タイ、タイ ・ルーの精霊祭祀の資料の中には、近年の精霊祭祀の変化の様態

を示唆するものがある。例 えば、1980年 代 に入 ってより、 とりわけ、ラオス国境に近いナーン

県、パヤオ県で精霊が偶像化 されていく現象をみることができる。 これは、パヤオ県チエンカ

ム郡のマー ン村(仏 暦2527年=西 暦1984年)、 ナー ン県ターワンパー郡N村(1985年)、 同県

プア郡 ロンゲー村(仏 暦2529年=西 暦1986年)に 明らかである。チエンカム郡 のペー ト村、チ

エンバーン村のモニュメン トも資料中に明 らかな説明はないが、共に1980年 代の建立である。

このことは、1980年 頃まで続いた、タイ国軍と共産ゲ リラとの戦いが国軍の勝利に帰 し、戦勝

記念碑が各地に建 てられたことと、或いは関係 をもつかもしれない。 この点に関 して現在 、明
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確な証拠があるわけではない。 しか しなが ら、ナーン県N村 の儀礼で1980年 代 に歌われた

カブ ・ルーの歌詞に、守護霊に 「国境の防備」を祈 る下 りがあることなどを考えると[馬 場1

996a]、 検討すべき問題であると思われる。

また、資料の中には、精霊祭祀のイベン ト化の動きを示すものがある。資料中では、次のよ

うな例があげられる。パヤオ県チエンカム郡のマーン村の儀礼で、1989年 以降、チャオム

アンの役割をする人物が登場 し、同郡のウェーンバ ッタナー村では、文化保存の為の 「伝統家

屋」が設けられ、チャオムアン役の人物の宿所 となる。 このチャオムアンも、同村 と近縁関係

にあるナー ン県N村 での儀礼を模 して始められた といわれる。

精霊祭祀では移住の歴史が表現 されるが、こうしたイベン ト化によって、歴 史に対す る意識

が明確化され、時に再編 されて強調されることがある。 この点について筆者は、以下のよ うな

事例について言及 した ことがある。

ターワンパー郡のムアンラーか ら移住 した3力 村の例:儀 礼のイベン ト化の中心となる、政

治的 ・経済的に優勢な村 に多くの利益がもた らされ、この村 と儀礼の重要な役割の担い手を有

しっっも貧困な状態の村 との間に心理的葛藤をもた らしている。結果、後者は、村の歴史的人

物のシンボルを建てて独 自の儀礼 を始め、自らの移住の歴史を描くに至った。 ここには、農村

開発の不均衡とい う状況の中で、歴史に対する意識が明確化されて再編 されるプロセスが認め

られる[馬 場1995]。

チエンラーイ県 メーサイ郡及びパヤオ県チエンカム郡の事例 との比較:メ ーサイ郡のタイ ・

ルーは、新中国成立によって国民党 と共に国外に逃亡 した者を中心に、様々なムアンの出 自の

者が混住 してお り、新たな守護霊儀礼の創造がみられ る。チエ ンカム郡では、その大部分の村

落がタイ ・ルーであるが、それぞれの村が異なったムアンを出自としている。近年、チエンカ

ムの大半の人口を占めるタイ ・ルーをシンボル として地域起こしをする動きがあるが、そこで

は守護霊儀礼は利用 されない。守護霊儀礼は、出身ムアンを強調するので、チエンカムのタイ

・ルーの中での相互の差異を示すか らである。従 って、仏教儀礼において、タイ ・ルーの芸能

や織物をアピールすることで、チエンカムの全てのタイ ・ルーの参加のもとでの地域起こ しを

行 うことが可能 となる[馬 場1993a]。 これらは、出身ムアンとの歴史的関係を越えた、シプ

ソーンパンナー との歴史的関係が強調 され構築 されている。 「ルー」 とい う呼称の強調は、こ

うした歴史意識の再編 を示 しているのである。

さて、開発 とかかわるこうした動きは、更に、近年、冷戦構造の崩壊に伴ってにわかに盛ん

になってきた、国境地域の開発 とのかかわ りの中で考えてい く必要がある。現在、中国、 ミャ
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ンマー、タイ、ラオス4ヵ 国による共同開発が進められてお り、そこでは、4ヵ 国をめぐる道

路が計画されている。その開通は、メコン川の利用 とあいまって、4ヵ 国に分布するタイ ・ル

ーの地域 を結ぶ格好 となる。 タイ ・ルーの本拠地西双版納は観光開発は進み、その外のタイ ・

ルーの分布地域では、織物な どの観光への利用が更に進むであろ う。近年、タイ ・ルーの織物

は、独特のデザインで注 目を集めてお り、 とりわけ観光資源 の少ないラオスでは、格好 の売 り

物 となると思われる。例えば、ナー ン県に接 したラオス、サイヤブ リー県ムアングンのタイ ・

ルーの織物は、ムア ングン様式 としてよく知 られてお り、ナーンの織物にも影響を与えている。

ナーンか らムアングンに至る道は、古都ルアシプラバーンへ と続いてお り、古都 と織物を訪ね

る新たな観光スポッ トとなる可能性 も秘 めている。

近代以後、国境に よって分断 されたこの地域であるが、近年のボーダー レス化によって、タ

イ ・ルーを含む諸民族 は、新たに形成 されつつある 「地域」の中で運命 を共 にしようとしてい

る。 この 「地域」の近年の開発はまた、動脈 として通るメコン川の開発 にも代表 されているが、

ともすれ ば、過度の開発が環境破壊に結び付 く可能性も否めない。複数の国家間にまたがる、

この新たに生成 されつつある 「地域」は、国家間の利害を越 えた 「河川流域共同体」 として構

想され るべ きものである。国家を越 えて生まれつつある新たな 「地域」は、環境、開発、文化

をめぐる様々な問題 を我々につきつけている。
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注 記

(1)ワ ー は 腕 を広 げ た 長 さ 、 マ イ は 木 を 示 す 。 木 の棒 の 両 端 を 両 手 で 抱 え る よ うに して持 っ て

占 う内 容 を神 に 告 げ 、 も う一 度 、 同 じ よ うに して 棒 を 持 ち 、 棒 が 長 くな れ ば(両 手 を 広 げ

た よ りは み だせ ば)神 の 同 意 が 得 られ た とす る 占 い。

(2)N村 の チ ャ オル ア ン ・ム ア ンラ ー は 、 チ ャオ フ ァ ー ・プ ー カ ム を始 め とす る親 族 の 守 護 霊

か らな るパ ン テ オ ン の 頂 点 に位 置 す る。 ノー ンル ー村 で は 、 上 下 関 係 が 逆 転 し て い る 。

(3)儀 礼 にお い て集 合 す る精 霊 の 名 称 につ い て は[馬 場1993b]参 照。

(4)ホ イ メ ン村 に つ い て の詳 細 は 、[ChuliphonWimukatanonl989]参 照。 な お 、 筆者 が 閲 覧

で きた の は 、 メ ー サ イ 郡 サ ンブ ンル ア ン村 に 存在 す る ホ イ メ ン村 の 文 書 の 写 し で あ る 。

(5)と りわ けプ ア郡 の 村 落 に は 、 複 数 の 村 落 か らの 出 身者 が 混 住 して い る場 合 が 多 い。 こ こで

は 、 ラ タナ ポ ン 氏 の 論 考 の 表 を 参 照 した が 、複 数 の村 落 が 記 載 され て い る場 合 、 そ の 筆 頭

に あげ られ て い る も の を 示 した 。 な お 、 ター ワン パ ー 郡 の3力 村 は 、仮 名 に な っ て い る。

筆 者 は 、 こ の3力 村 を 主 な 調 査 対 象 と して お り、過 去 報 告 した 数 編 の論 考 で 仮 名 で扱 っ た

の で 、 そ の ま ま に し た。

(6)詳 細 は 馬 場[1993b、1995]。 集 合 す る親 族 の守 護 霊 に つ い て も[馬 場1993b、1995]参 照 。
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[付 記]本 稿 の 資 料 は 、1990年 か ら1991年 に か け て 、 文 部 省 ア ジ ア諸 国 等 派 遣 留 学 生 と して チ

エ ンマ イ 大 学 社 会 科 学 部 に 滞 在 した 期 間及 び 、1996年 ま で断 続 的 に行 われ た 調 査 に よ っ

て 得 られ た。1993年 の ラ オ ス 調 査 は 、 文 部 省 科 学 研 究 費 に よ る調 査 「東 西 音 楽 交 流 学 術
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